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いざという時の準備はできていますか? 

9月1日は『防災の日』 

9月1日は｢防災の日｣｡大正12年9月1日に発生した関東大震災を教訓とするため,昭和35年に定め

られた日です｡

また. ｢防災週間｣は.台風､高潮, #波,地震などの災害についての認識を深め,これに対処する備

えと心構えをもってもらうための普及啓発を図る週間として､昭和57年, ｢防災の日｣を含む1週間に設

けられ､その翌年､毎年8月30日から9月5日までの1週間と定められました｡

日本は,その自然条件から,風水害､地震､火山噴火など様々な災害が発生しやすくなっています｡ 7

月には,新潟県中越沖地震が発生し､大震災の恐ろしさを改めて思い知らされました｡わが国のこのよう

な特性を理解し,この期間に家具の固定やわが家の耐震化など　身近なところから,災害被害を軽くする

取組を始めてみませんか｡

渦災のてひき

｢やればできる!減災｣をテ-マに｢今すぐできる7つの備え｣をご紹介します｡地震､津波,台風､洪水

など　待ったなしでやってくる自然災害に､地域みんなの力を合わせて立ちむかうために,私たちはどのよう

な｢備え｣をすればよいのか､ ｣緒に考え､行動してみましょう｡

日ごろのちょっとした工夫･備え(気づき)で､災害被害を軽減

｢7つの備え｣は.大掛かりな準備や多額のお金を必要とするものではありません｡日ごろのちょっとした

工夫･備え(気づき)があれば､災害被害を軽減することができるのです｡

｢了つの備え｣は､以下の了つのポイントからなっています｡

1.自助､共助

2.地域の危険を知る
3.地震に強い家
4.家具の固定
5.日ごろからの備え
6.家族で防災会議
7.地域とのつながり

事前にこれらの知識や情報を共有し､対処方法を相談しておけば　いざという時に冷静に行動することがで

きるでしょう｡あなたも今すぐにこの｢7つの備え｣を始めてみませんか｡

地震､津波.台風､洪水など　待ったなしでやってくる自然災害に､地域みんなの力を合わせて立ち向かい

ましょう!
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緊急地震速報のしくみ

緊急地震速報は,最大震度5弱以上と推定した地震
の際に.強い揺れ(震度4以上)の地域の名前を強い

揺れが来る前にお知らせするものです

轟表から主義遼まて｡密議_

l儀譲量発議:｡l
十十~ ~　｢　~~ノ
′　_L

震源から散れるほど猶予時間が長くなります

o｢緊急地震速報｣は､震源近くで地震(麟皮､初期微動)をキャッチし､
位置.規模.想定される揺れの強さを自動計質します
地震による強い揺れ(S波へ主要動)が始まる数秒一致十秒前にへ素
早くお知らせします

○ただし.震源に近い地域では. ｢緊急地震速報｣力離れl揺れに間に合わ

ないことがあります

広●敬かわぢ
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ー社会保険庁からのお知らせへ 

草壷晴･ �+ｩ<��Hﾖ�*ｨ邵ﾗ8+8.ｨ-ﾈ+X+ﾒ�

あなたの年金記録比　国(社会保険庁)のコンビュ-タ-に収録されています｡安心

していただくために､あなたの年金記録の確認をいたします｡

役場窓口では　社会保険事務所への年金記録照会の取次ぎを行います｡数日後には

社会保険事務所から回答が届きます｡

また､その場で確認したい方は　社会保険事務所と電話によりあなたの年金記録を確

認いたします｡ (少々お時間がかかる場合があります｡)

年金時効特例法について

年金記録の訂正による年金の増額分は　時効により消滅した分を含めて,ご本人また

は､遺族の方へ全額をお支払いします｡

今までの取扱い

○年金記録が訂正された結果､年金が増額された場合でも､時効消滅により直近の5年間分の年金に限っ

てお支払いしていました｡

[具体例] 60歳から年金を受給していた方で　了1歳で追加すべき年金記録が見つかった場合

▼60歳 ▼66歳　　　　　　▼71歳

O｢年金時効特例法｣の成立により,時効消滅により受け取れなかった分も全期間 

さかのぼってお支払いします｡ 

広▲撒かわち
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対象となる方

○既iこ年金記録が訂正されている方

(1)年金記録の訂正により年金が増えたが,従来､過去の増額分は時効消滅により直近の5年間分の年

金に限ってお支払いしていた方

⇒ 〔老齢･障害･遺族年金の時効消滅分が全期間さかのぼって支払われます｡〕

(2)年金記録の訂正により年金の受給資格が確認され､新たに年金をお支払することとなったが､従来､

過去の分は時効消滅により直近の5年分の年金に限ってお支払いしていた方

⇒ 〔老齢･障害･遺族年金の時効消滅分が全期間さかのぼって支払われます｡〕

(3) (1)や(2)に該当する方が,亡くなられている場合には,そのご遺族の方

⇒ 〔未支給年金の時効消滅分が支払われます｡〕

※ご遺族の範囲は,お亡くなりになった当時､その方と生計を同じく=れていた方に限り､配偶者､

子､父母､孫､祖父母､兄弟姉妹の順となります｡

○今後へ　年金記録が訂正される方

(4)今後､年金記録が訂正された結果,従来であれば,上記(1)へ(3)と同じように,過去の分は

直近5年間分の年金に限ってお支払いすることとなる方

⇒ 〔増額された老齢･障害･遺族年金や未支給年金が全期間分支払われます｡〕

必要な手続き

○今後､年金記録が訂正される方
･記録の訂正の手続き以外に特別の手続きは必要ありません｡

･年金記録の訂正に合わせて自動的に手続きを行い､ 5年を経過した分の年金額もお支払いします｡

○既に､年金を受給開始後に年金記録が訂正されている受給者の方
･できる限り簡単に手続きをしていただけるよう,あらかじめ必要な記載事項を印字した用紙を順次発送

いたします｡ (平成19年9月へ)



水田転作
みんなで進めよう

茨城貫基故葦

プロツユリ-を作ってみませんか?
◆問い合わせ先◆　J A禰敷西部経済センタ-　　　丁Eし84-2 3 88

稲敷地域農業改良普及センタ-　丁EしO2 9-89 2-2934

役場経済課　　　　　　　　　　丁Eし84-2 1 1 1 (内線154)

一名経営にあった作型を選んで栽培することができます!

水田複合経営で所得確保を図りましょう!一

稲敷市(旧東地区)にて30年の栽培実績があります!

水稲作付け後でも､高畦栽培にて栽培が可能で(水はけの

良いは場が好適),水稲と輪作ができます!

水稲の育苗ハウスを活用して､プロツコリ-育苗がすぐ始

められますi

プロッユリ-は軽く､収穫作業が楽なため､女性の取り組

みも始まっています!

労力等に合わせて､ 2人労力ならば､秋冬作20a-1ha､

春作20a-50楓の作付けが可能です!

※作付面積20榊で約2週間出荷できます｡

プロツコIJ-は.水稲収穫作業後の10月一3月(秋冬プロッコIJ-),水稲定植後の5月へ6月(春プロッ

コリ-)に収穫できます!

※希望者には.後日､プロッコIJ一説明会を開催いたしますので　問合せ先にご連絡ください｡

プロツコi｣一栽培の熊手

連結*.yトには種7-8月(秋冬作)､ 1月(春作) p育醐間7-8月(秋冬作)､ 1-2月(春作)

稲刈り前と後に定植します｡ 8月→10月(秋冬作)､ 3月(春作) 収穫は稲刈り後の10月へ3月(秋冬作),田植え後の6月(春作)

広一徴かわち
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軸の食膳
【餓死で毎日約2万5, 000人が死亡】

今､この地球上では.飢えが原因で数多くの人々が,そして子ども達は. 5秒に1人(約17,000人)飢えで

亡くなっています｡

この飽食な日本に暮らしていると信じられないと思いますが､飢えと栄養不足が世界第｣位の死亡原因なの

です｡しかし､食糧が不足している訳ではなく､世界中の人が健康な暮らしをするに十分な食糧はあるのです｡

問題は､食糧がない所があるということです｡

私たちは,食の格差が広がり多数の人が餓死していく.そんな悲惨な地球を望んでおり±せん｡河内町は食

糧の生産地です｡食の格差のない安定した世界の食生活を強く訴えていきたいと考えます｡

●3人に1人が慢性的な栄養不足の国は20以上､特にアフリカに集中しています｡

●地球上では現在､約8億5.000万人が栄養不足や飢えで苦しんでいます｡これは､ 7人に1人が食物に不足

して飢えに苦しんでいることになります｡

●飢餓に苦しむ人々の数は､年々増え続け世界の食格差がひろがっています｡

食料不足の要因

洪水や干ばつなどのほか､内戦や紛争で農地が荒れた地域では.安定した食糧生産ができない｡ ±た,政情

不安や経済破綻､慢性的な貧困などの要因も絡み合い,問題解決に課題が山積している｡その他にもエイズ感

染のまん延などが､飢餓問題をさらに悪化させています｡

日本の食料破棄状況

●日本では､ 2004年に年間1, 100万トンもの食品が破棄されました｡

●スーパ-やコンビニの売れ残りやレストランでの食べ残しによるものです｡

●2004年の[日本の年間食品破棄量】は. [世界の年間食料援助量】の3倍にもなった｡

日本の食糧援助

●日本政府はIYFP国連世界食糧計画を通じて2007年に32億5. 000万円余りの食澄援助を実施する計画を発表しました｡

栄養不足の非常に高い｢国名｣及び｢原因｣

干ばつ　　　　洪　水　　　自炊災害　　　内　犠　　　　載　争　　　経済破綻　　　H音V　　　　照　民　　　勧請不安　　　経済不安　　サイクロ/

宏彫かわぢ
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照 ��語間㊥籍顧鬱 ◆問合せ先◆河内町長竿3689-1

河内町教育委員会事務局生涯学習G

曾029了-84-2843 (中央公民館内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために,自発的に自分にあった方法で生涯を
通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では,定期的に生涯学習に関する情報(案内や結果など)

を提供､お知らせしていきます｡

河内町体育協会事業

二,,｣-′ノ,定｣

第12回河内町民パレ-ボ-ル大会

◆期　日◆　7月22日(日)

◆会場◆農業者トレ〇二ングセンタ-

優　勝　九能会

準優勝　オ-ルドパ-ハ〇

第3位　河内クラブ

フツン′ユ 優勝した九蘭会のみなさん

茨城県県南生.涯学習センタ-では､平成19年度茨城県弓ム追訴
アカデミー後期県民大草の受講生,を募集,しています｡

国璽国重囲囲
競走馬の魅力Vi　　　　輪講｣に学′王i^の生き方　　±と炎の造形　笠間焼を究める　　劫,広生瀬割のた伽)マトライフプラン

健康法泉入浴法"I　　　　初めての古文書　　　*.-テ二ング教室入門ll　/ i_`/コン講座-エクセル録一

韓国の文化や歴史を学ぶ　　譜代大名±屋氏と土浦　　暗ルノンヤ巾自販酬朝識工作謹　現f妙健康輔一輔の朋熟こ聞く一

惟謙用i魅惑の能楽ツア-　　　　　宇手紙入門　　　　　　　　　　　　　　　　　健康カラグプロジェクト

◆お申込方法

･往復はがき(往信用に氏名､性別､年鈴､郵便番号へ住所､電話番号､受講希望講座名を､返信用iこ申

込者の郵便番号､住所へ氏名を明記し､ 〒300-0036土浦而大和町9- 1茨城県県南生涯学習センタ-

学習振興課苑に郵送)

･ホ-ムぺ-ジ　http://w肌. kennan.gakusyu. ibk. ed. ｣p/

◆申込期間　9月了日(金) (当日消印有効)

◆お問合せ先　県南生涯学習センタ-学習振興課

丁亡し029-826-1722 (休所日の月曜日を除き,午前9時一午後9時)

※詳細のパンフレットは中央公民飴･役場にも置いてあります｡

広叡かわぢ
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ねんりんピック茨城2007　イベント観覧者募某.

わんりんビック茨城200了では､県内4会場で実施するイベントの観覧者を募集しています｡

☆応募方法(◎は総合開会式のあご記入願います)

官製往復はがきに､ご応募者本人の郵便番号､任所､氏名､年範､電話番号､太字部分のイベント名､

◎希望するシャトルバス乗り場､同伴者がいる場合は,同伴者の氏名へ年爺､ ◎応募者との関係を併せ

て記入のうえ､下記応募先あて送付してください｡車椅子等をご利用の方は､その旨ご記入ください｡

また､返信用はがきにご応募者の住所､氏名をご記入ください｡

※すべてのイベント(ステ-ジ)を応募でざますか､ 1つのイベント(ステ-ジ)腰つき､お-人様1通のみの応募となります｡

※ 1回の応募はがきで､ 2名桜(総合開会式のみ4名桜)まで応募できます｡

※座席を必要としないお子様(幼児に限ります)は､応募人数I乙は数えません｡

※入場整理券は､ 10月上旬に返信用はがきiこ印刷して郵送いたします｡応募者多数の場合は抽選となり

ます｡抽選の場合は､当選されなかった万にもあ知らせいたします｡

※駐車場i三は限りがあります｡なるべく公共交通機関をご利用ください｡

※総合開会式会場には自家用車の乗り入れができません｡希望するシャトルバス乗り場を次の3つの中から選んで

その番号を記入してください｡ ①水戸駅　②東海駅　③常陸那珂港臨時駐車場　なおへ常陸那珂港臨時駐車場i二は

限りがありますので､なるべく水戸駅､東海駅からのシャトルバスをご利用ください(シャトルバスは無料です)｡

※プログラムの内容が変更になることもありますので､ご了承ください｡

※個人情報は､個人情報iこ関する法令､規範にのっとり適正に管理し､当該目的以外には利用いたしません｡

※総合開会式の観客席は､やや傾斜のある芝生席を予定してありますので､あらかじめご了承ください｡

☆応募期間　9月20日(木) (必着)

☆募集内容

笠松運動公園11月10日出･総含開会式

センタ○○アク｡ス｣ 11月11日(目) :ラ窯業ン多言zト'イルカ
結城市民文化

11月10日出
NACK 5公開生放送｢Hi丁S!丁H各丁O州｣

美果伝(石川梨華.三好絵梨香.岡田唯)
･ ｢グッチ搭三｣ライブ

11月11日旧) ･｢三村奈々恵｣マリンバコンサ-ト

つくば国際･ ｢聯生頁吾｣蘭演会

会議場11月12日(月) :龍需品J-9+三完ライブ

･ ｢服部宰磨｣の食育･健康トーク

11月13日依) ･ ｢大田仁史&遷洋子｣のいきいき健康ト-ク
･ ｢金田一秀穂｣の世界-受けたい授業

05へ　◆募集1,000名

30へ　◆募集1,200名

00-　◆募集　300名

:55へ

17:40
◆募集　600名

30-　◆募集1,200名

00-　◆募集1,200名

30へ　◆募集　300名

00-　◆募集1,200名

00-　◆募集1,200名

30-　◆募集1,200名

30-　◆募集1,200名

00へ　◆募集　300名

･シンポジウム

テ｢マ｢いつまでも若さを保つ秘訣i　へあなたは脳を鍛えていますか?-

県民文化　｡月,3秋〉 ,詣諜霊害誓書
センタ-　　　県民の日　　パネリスト:茂木健一郎,木の実ナナ､コシノヒロコへ宗像信次

コ-ティネ-タ- :宮川秦夫　　　　　　　10:00-　◆募集　700名

･総合閉会式　　　　　　　　　　　　　　　13.30ん　◆募集　500名

☆応　募　先　〒310-8555　水戸市笠原町978-6　茨城県庁内

ねんりんピック茨城200了実行委員会事務局

｢〇〇〇〇 (希望のイベント名(太字部分)を話人してください)｣係

☆あ問合せ先　ねんりんピック茨城200了実行委員会事務局　丁各｣O29｢30 1 -3303

※音楽文化祭は応募先･お聞合せ先が異なります｡

〒301-8586　水戸市子波町1918　茨城わくわくセンタ葛　｢音楽文化祭｣入場者募集係

丁亡｣O29-243-8989

漢書
広一解かわち
平成19争8〃 (1o｣61)
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河内町では,皆様に自宅の耐震性を確認していただいて､地震に対する備えの参考にしてもらうため､耐震

診断士を無料で派遣しています｡

この耐震診断は､目視による簡易な診断です｡

【診断建築物】以下の要件をすべて満たすもの

(D河内町に存する木造住宅で､所有者(所有権利者を含む)自ら居住していること｡

(②昭和56年5月31日以前に建築された住宅で述べ床面積が30正以上であること｡

③在来軸組工法による､木造平屋建て､または木造2階建てであること｡

④併用住宅の場合､住宅部分の床面積が全体の1 /2以上であること｡

【申込方法】指定の申請書(都市整備課窓口または.町ホ-ムぺ-ジよりダウンロ-ドできます)に,納税

証明書(企画財務課で交付)を添付のうえ提出してください｡

【受/`UU=損】平成19年9月14日(金)まで(募集戸数50戸) ※電話や郵送による受付はしておりません｡

【受付場所】都市整備課窓口(河内町水道事務所内)

◎詳細につきましては､都市整備課に問合せください｡

【問合せ先】都市整備課　都市計画係　皿84-2 92 1 htlp://w.town.iba｢ak主kawachi.1b.jp/

認知届サポーター善感講座
認知症サボ-タ-とは.認知症を理解し､認知症の人や家族を見守り支える応援者です｡ -人でも多く

の人に認知症を理解して頂±.暮しやすい町をつくるためには皆様の力が必要とされています.

ぜひ､ご参加ください｡

開催しi時　　9月26日(水)午後1時30分一午後3時頃まで

開催場所　　河内町中央公民館　大会議室

参加　理　　無　料

定　　員　　60名

講座内容　　①認知症とはどういうものか?

②認知症サボ-タ-とは?

講　　師　　特別養護老人ホーム　水郷荘事務長　新保　瑠美子　氏

申込方法　　9月14日(金)までに河内町地域包括支援センタ-ヘ電話でお申し込みください｡

河内町地域包括支援センタ-　T乱60-4071

必殺かわぢ
I/'--/好194='βH (¥〃161)
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町民の快適な健康づくりの推進を目指して

保健センター燈より
腹部超音波検診のお知らせ

☆腹部(肝臓､胆のう､胆管､すい臓､脾臓､腎臓)の疾患を早期に発見するための検診です｡

午前7時-7時30分

10月　9日(火)　　　保健センタ-　　　　午前8時-8時30分

午前9時-9時3〇分

午前了時-7時3〇分

10月10日(水)　　　つつみ会館　　　　午前8時-8時3〇分

午前9時…9時30分

○対象者: 40歳一65歳の方

○料　　金: 2,000円

○申し込み方法: 9月10日から､保健センタ-に電話でお申し込みください｡

定員になり次第､締め切らせていただきますのでご了承ください｡

※昨年受iナた方､すでiこ医療機関で治療中､もしくは経過観察中の方はご遠慮ください｡

ご存知ですか?　河内町難病患者支援費支給制度

これはへ　難病悪者の皆さんの闘病とその保護者の方の苦労に報いるとともに､難病の皆さんに対す

る社会的理解を深め､福祉の増進を図ることを目的に行われるものです｡

◎受給資格

河内町に在住し,茨城県から発行された｢-般特定疾患医療受給証｣または｢小児慢性特定疾患医

療券｣をお持ちの方､またはその保護者の方

◎申請方法
一般特定疾憲医療受給考証または小児慢性特定疾患医療券､印鑑､預金通帳等振込み先の分かるも

のを持参のうえ､河内町保健センタ-で申請してください｡

◎支援費

月額　3, 000円　　※申請のあった日の属する月から支給の対象となります｡

◎支給方法

毎年9月と3月に指定の金融機関iこ振り込みます｡

★すでに申請されている方は､ -般特定疾憲医療受給者証や小児慢性特定疾患医療券が更新された際

iこ､再度申請していたたければ大丈夫です｡申請がない場合には､受給資格はなくなります｡

題
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老人保随制度で匪撥を受けている方へ
-平成20年4月から新しい後期高齢者医援制度が始まります!へ

茨城県後期高齢者医療広域連合通信　Vo1. 3

平成20年4月1日から後期高齢者医療制度が始まることに伴い,新たに後期高齢

者医療の被保険者証が市町村から送付されます｡

◎加入対象者および加入日について
75歳以上の方(65歳以上の｣定の障害を有する方で広域連合が認定した方も含みます｡)が対象となります｡

なお､平成20年3月31日の時点において､老人保健法医療受給者証をお持ちの方は,今までの国民健康保険や

社会保険等の健康保険から全員が後期高齢者医療の被保険者になります｡

また､平成20年4月1日以降に75歳(-定の障害を有する方については65歳)の誕生日をむかえる方は,誕生

日から後期高齢者医療の被保険者となります｡

例) 9月15日が75歳の誕生日の場合　⇒　9月15日から後期高齢者医療の被保険者

◎被保険者証をあ届Iナする時期について
①平成20年3月31日の時点で75歳になっている方⇒

･平成20年3月中に1人1枚の後期高齢者医療の被保険者証をお渡しします｡

②平成20年4月1日以降に75歳の誕生日をむかえる方⇒
･ 75歳の誕生日をむかえる日までに後期高齢者医療の被保険者証をお渡しします｡

●平成20年4月1日以降は.後期高齢者医療の被保険者証を医療機関窓口に出してください｡

現　在

健康保険証

(図は国保の場合)

(義人優置濃)医療受給者匝

【音i音i ��"���1 

総 氏名 子 ��

年月日! 

繁初期ii ��

効用=中世l"" 

老人保健法医療受給考証

平成20年4月1日から

育勉期限 

接保膝肴番号 � 

轍 保 ○ 看 偖ｨ�� 

氏名 亦�

生年月日 ��

責槽取の年月日 � 

交付年月日 � 

〇億農たまの寄食 � 

保賦看番号 握びに保験 肴の名機衷 び印 兌]エロ]エロ 

[∃ 

大きさは､現行の医療受給者

証と同じです｡

茨城県後期高齢者医療広域連合　　〒311-4141茨城県水戸市赤塚1丁目1番地ミオス1階

Tel O29-309-1 2 1 2　FaⅩ　O29-309-1 1 26

詳しくはホ-ムペ-ジをご覧ください｡　hltp://Ww. ibaraki-kouiki｢engo.ecnel.jp/

◆問い合わせ先◆町民課国保老人保健係　　Te1 84-2 1 1 1

佐郡かわぢ
瀬19牢8ノI (lの｣61)



､○○市貢　竜ヶ崎警察署協議会を開催しました

6月27日,竜ヶ崎警察署において､竜ヶ崎警察署協議会

が開催されました｡

協議会では､ 7名(龍ヶ崎市在住の委員5名､河内町在

住の委員2名)の委員の方々から次のような意見が出され

ました｡

青少年相談員連絡協議会が大臣表彰を受けました

広一敬かわち
'撃-/yl19布9ノj (1o 16'I)
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市
官
和
田
)

日

　

録
･
顕
微
鏡

･
顕
微
鏡
用
カ
メ
ラ

･

P

H

メ

ー

タ

-

･
電
気
ス
タ
ン
ド



◇町　県　民　税　2期◇

◇国民健康保険税　3期◇

◇介護保険料　3期◇

徴収日は8月31日です
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生
活

守
ろ
う
-
確
か
め
よ
う
-

こ
の
最
低
賃
金

茨
城
県
最
低
賃
金
は
､
時
間
額

6
5
5
円
　
(
平
成
1
8
年
-
o
月
エ
ロ

発
効
)
　
で
す
｡

最
低
賃
金
と
は
､
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
額
を
定
め
る
制
度
で
す
｡

パ
-
ト
､
臨
時
､
派
遣
､
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
含
め
す
べ
て
の
労
勘

考
に
最
低
賞
金
額
以
上
の
賃
金
が

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

こ
の
最
低
賃
金
額
は
､
茨
城
県

内
の
事
務
所
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
｡

☆
詳
し
い
こ
と
は
､
厚
生
労
働
省

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

(
Ⅲ
o
2
9
-
2
2
4
-
6
2
1
6
)
､

ま
た
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督

二
十
二
一

署
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
｡

博
h
二
p
‥
¥
¥
蔓
∴
b
a
｢
a
k
i
さ
∈
d
書

k
y
e
k
千
号
.
j
p
¥

車
い
す
の
無
料
貸
し
出
し

河
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
､

疾
病
･
障
害
･
事
故
な
ど
で
一
時
的

に
車
イ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
､

無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
｡

(
貸
出
期
間
は
-
カ
月
を
限
度
と
し

て
い
ま
す
｡
)
ご
利
用
く
だ
さ
い
｡

◆
問
合
せ
先

河
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

田
8
4
-
2
8
3
0

(
福
祉
セ
ン
タ
-
内
)
　
ま
で

募
集

交
通
安
全
｢
ラ
ジ
オ
C
M
コ

ピ
1
｣
を
募
集
し
て
い
ま
す

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
及

び
県
交
通
対
策
協
議
会
で
は
､
交

通
安
全
　
｢
ラ
ジ
オ
c
M
コ
ピ
-
｣

を
募
集
し
て
い
ま
す
｡
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
｡

◆
内
　
容

1
.
飲
酒
運
転
の
根
絶

2
.
高
齢
者
の
交
通
安
全

3
.
後
部
座
席
を
含
む
シ
-
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
-
ト

の
正
し
い
着
用

4
.
夕
暮
れ
時
､
夜
間
の
事
故
防

止
　
(
反
射
材
用
品
の
活
用
､

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
)

5
.
運
転
マ
ナ
-
の
向
上
　
(
子
ど

も
､
高
齢
者
へ
の
思
い
や
り

運
転
)

6
.
自
転
車
利
用
者
ル
ー
ル
の
遵
守

な
ど
の
交
通
安
全
啓
発
に
係
る
も
の

◆
応
募
資
格

茨
城
県
内
に
在
住
､
在
勤
､
在
学

し
て
い
る
方

◆
応
募
期
間

平
成
_
 
9
年
9
月
月
日
(
火
)
ま
で

◆
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
よ
る
郵
送
ま
た
は
F

A
X
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
｡

応
募
用
紙
は
､
中
央
公
民
館
､
総

合
事
務
所
県
民
生
活
課
お
よ
び
県

生
活
文
化
課
で
配
付
し
て
い
ま
す
｡

電
子
メ
-
ル
で
の
応
募
の
陳
は
､

次
の
ホ
-
ム
ペ
-
ジ
か
ら
応
募
し

て
く
だ
さ
い
｡
h
こ
D
‥
¥
¥
手
刷
.
a
つ
z

窒
.
p
｢
e
r
∴
b
雪
a
k
i
.
j
p
¥
ホ
-
ム

ぺ
-
ジ
に
は
応
募
用
紙
(
P
D
F
)

も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
｡

◆
問
合
せ
先

茨
城
県
生
活
文
化
課

安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

1

-

2

8

4

2

E
o
2
9
-
S
o
l
-
2
8
�
�

｢
結
婚
･
子
育
て
｣

エ
ッ
セ
ー
募
集

｢
結
婚
｣
　
へ
の
憧
れ
や
幸
せ
な

エ
ピ
ソ
-
ド
､
ま
た
｢
子
育
て
｣
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
か
け
が
え
の
な

い
喜
び
や
楽
し
さ
な
ど
を
つ
づ
っ

た
エ
ッ
セ
-
を
募
集
し
ま
す
｡
入

賞
者
に
は
､
表
彰
式
で
賞
状
及
び

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
す
｡

(
発
表
三
_
 
o
月
下
旬
予
定
)

◆
応
募
資
格

茨
城
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
･

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

◆
申
込
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
　
(
A
4
版
の
任

意
の
用
紙
も
可
)
　
に
､
8
0
0
字

以
内
の
エ
ッ
セ
-
 
､
題
名
､
住
所
､

氏
名
　
(
ふ
り
が
な
)
､
年
齢
　
(
中

高
生
の
場
合
は
学
校
名
､
学
年
)
､

電
話
番
号
､
職
業
を
明
記
し
､
郵

便
ま
た
は
電
子
メ
-
ル
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
｡

な
お
､
応
募
用
紙
は
､
役
場
窓

口
､
ま
た
は
県
子
ど
も
家
庭
課
少

子
化
対
策
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
｡

◆
申
込
締
切

9
月
2
 
1
日
(
金
)
当
日
消
印
有
効

◆
申
込
先
及
び
問
合
せ
先

県
子
ど
も
家
庭
課

皿

o

2

9

･

3

0

-

･

3

2

6

-

Ⅲ

o

2

9

･

3

0

-

･

3

2

6

9

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

j
i
f
u
k
u
4
@
p
r
e
f
.
i
b
a
r
a
k
i
.
1
g
.
j
p

H
P
ア
ド
レ
ス

h
二
〇
‥
¥
¥
妻
W
.
p
車
の
｢
i
署
｢
a
k
i
.
j
p

¥
す
∈
k
y
e
k
亡
き
e
k
e
つ
¥
j
i
三
言
¥
j
二
王

k
u
.
h
∃

平
成
2
0
年
度
茨
城
県
立

農
業
大
学
校
学
生
募
集

県
立
農
業
大
学
校
で
は
､
高
校

等
卒
業
者
　
(
及
び
見
込
)
　
を
対
象

に
農
業
部
(
農
学
科
･
畜
産
学
科
･

経
営
情
報
学
科
･
果
樹
園
芸
学
科
)
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で
5
0
名
､
園
芸
部
　
(
野
菜
園
芸
学

科
･
花
き
園
芸
学
科
)
　
で
3
0
名
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
｡
全
寮
制
で

す
｡
ま
た
､
短
期
大
学
等
　
(
農
業
に

関
す
る
正
規
の
課
程
を
修
了
し
た

者
)
　
の
卒
業
者
　
(
及
び
見
込
)
　
を

対
象
と
し
て
､
研
究
科
　
(
作
物
･

園
芸
･
畜
産
の
専
攻
コ
-
ス
)
　
1
 
0

名
も
募
集
し
ま
す
｡

本
校
は
､
学
生
が
｢
自
ら
考
え
･

学
び
､
自
ら
実
践
｣
　
す
る
こ
と
を

教
育
方
針
と
し
､
農
業
の
担
い
手

の
養
成
並
び
に
農
村
社
会
に
お
け

る
指
導
的
役
割
を
果
た
す
農
業
者

を
育
成
し
て
い
ま
す
｡

経
費
は
､
食
費
･
教
材
費
等
の

実
費
分
､
及
び
入
学
料
､
授
業
料

が
必
要
で
す
｡
(
寮
費
は
無
料
)

ま
た
､
卒
業
後
に
就
農
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
学
生
は
､
在
学
中

に
無
利
子
の
就
農
支
援
資
金
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

▼
大
字
願
書
の
受
付
期
間

○
推
薦
入
学
　
(
各
学
科
)

平
成
1
9
年
_
o
月
2
日
-
1
7
日

〇
一
般
入
学
･
前
期
(
各
学
科
)

平
成
1
9
年
-
2
月
_
8
日

-
2
0
年
-
月
1
7
日

〇
一
般
入
学
･
後
期
　
(
各
学
科
)

平
成
2
0
年
2
月
7
日
-
2
6
日

○
研
究
科

平
成
_
9
年
_
o
月
2
日
-
_
7
日

▼
大
字
試
験
日

○
推
薦
入
学
　
(
各
学
科
)

平
成
_
9
年
_
o
月
2
6
日

〇
一
般
入
学
･
前
期
　
(
各
学
科
)

平
成
2
0
年
-
月
3
 
1
日

〇
一
般
入
学
･
後
期
(
各
学
科
)

平
成
2
0
年
3
月
6
日

○
研
究
科

平
成
_
9
年
_
o
月
2
6
日

▼
問
合
せ
先

県
立
農
業
大
学
校

皿

o

2

9

-

2

9

2

-

0

0

1

0

｢
O
2
9
-
2
9
2
-
0
9
0
3

ご
案
内

若
年
性
糖
尿
病
講
演
会

及
び
個
別
相
談
会

◆
H
　
時

平
成
_
 
9
年
9
月
_
 
0
日
　
(
月
)

午
後
-
時
3
0
分
-
4
時
3
0
分

◆
場
　
所

竜
ヶ
崎
保
健
所
　
大
会
議
室

住
所
-
龍
ヶ
崎
市
2
9
8
3
-
1

皿
6
2
･
2
-
7
2

◆

内

　

容

講
演
-
(
午
後
1
時
4
0
分
-
)

｢
若
年
性
糖
尿
病
の
最
新
治
療

と
上
手
な
付
き
合
い
方
(
仮
)
｣

総
合
守
谷
第
一
病
院
長

職
質
本
　
満
登
先
生

詰
演
2
　
(
午
後
2
時
4
0
分
-
)

｢
上
手
な
食
事
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
(
仮
)
｣

管
理
栄
養
士

情
報
交
換
会

(
午
後
3
時
1
 
0
分
-
4
時
3
0
分
)

◆
対
象
者

若
年
性
糖
尿
病
を
持
つ
児
童
の
保

護
者
､
関
係
者
等

◆
申
込
方
法

竜
ヶ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
｡

◆
申
込
期
限

平
成
_
 
9
年
8
月
3
 
1
日
(
金
)
　
ま
で

◆
参
加
費
　
無
料

◆
保
　
育

-
歳
-
就
学
前
児
に
お
い
て
は
､

無
料
に
て
保
育
い
た
し
ま
す
の
で
､

ご
希
望
の
方
は
､
講
演
申
し
込
み

の
際
､
お
申
し
出
く
だ
さ
い
｡

(
定
員
1
 
0
名
程
度
)

◆
実
施
主
体

竜
ヶ
崎
保
健
所
､
土
浦
保
健
所
､

つ
く
ば
保
健
所

◆
申
込
･
聞
合
せ
先

竜
ヶ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課

住
所
-
龍
ヶ
崎
市
2
9
8
3
-
-

皿
6
2
-
2
1
7
2

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

±

-

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
そ
の
対
応
方
法
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
､
専
門
の
先
生
を

お
呼
び
し
て
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
｡
悩
ん
で
い
る
家
族
･
当

事
者
･
関
係
者
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
｡

◆
日
　
時

平
成
_
 
9
年
1
 
0
月
2
日
　
(
火
)

午
後
1
暗
く
4
時

◆
場
　
所

守
谷
市
中
央
公
民
館
ホ
-
ル

守
谷
市
百
合
ケ
丘

2

丁

目

2

5

4

0

-

1

Ⅲ

o

2

9

7

-

4

8

-

6

7

3

-

◆
内
　
容

講
演
会
　
｢
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
｣

-
理
解
と
対
応
-

講
　
師
　
爽
風
会
佐
々
木
病
院

斎
藤
環
先
生

◆
対
象
者

①
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
当
事

者
と
そ
の
家
族

②
関
係
職
員

③
そ
の
他
関
心
の
あ
る
一
般
住
民

◆
申
込
期
限

平
成
_
 
9
年
9
月
2
 
1
日
(
金
)

◆
そ
の
他

定
員
　
(
約
4
0
0
名
)
　
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
､
当
日
は

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
に
な
る

か
､
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
｡

◆
申
込
先
及
び
問
合
せ
先

竜
ヶ
崎
保
健
所
保
健
指
導
課

Ⅲ
6
2
-
2
3
6
7

F
ふ
や
6
-
2
6
9
3

E
メ
ー
ル

｢
y
∈
h
e
宝
③
p
｢
e
f
∴
す
a
｢
a
k
i
.
-
g
.
j
p

第
1
 
5
回
美
浦
養
護
学
校
運
動
会

第
1
 
5
回
美
浦
養
護
学
校
運
動
会

を
9
月
2
9
日
(
土
)
　
【
雨
天
順
延
の

場
合
は
3
0
日
(
日
)
】
　
9
時
2
0
分
よ

り
､
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
｡
今
､
子
ど
も

た
ち
は
､
毎
日
一
生
懸
命
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
の
で
､
そ
の
成
果

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
｡

ま
た
､
当
日
に
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
参
加
で
き
る
種
目
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
､
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
｡

◆
問
合
せ
先

美
浦
養
護
学
校

Ⅲ

o

2

9

-

8

8

5

-

4

-

6

6

(
担
当
‥
相
澤
､
平
山
)

美
浦
養
護
学
校
ホ
-
ム
ペ
-
ジ

h
二
〇
‥
¥
¥
茎
W
.
冒
i
h
e
-
S
五
色
.
j
p
¥

(
9
月
獲
9
日
以
降
)



河内町シルバー大河センタ-会員募莱
河=jj:いヾ-j材jjj+まjj退職拒封こ　jjjj jjjj川にjjjた幅郡部年度動朝的なjj :

就業機会を提供するとともに,さまざまな社会参加を通じて､高年齢者の健康で生きがいのある生活の実

現と地域社会の福祉の向上と活性化に貢献することを目的としている団体です｡

今､河内町シルパ-人材センタ-では会員を募集しています｡

あなたの長年培ってきた経験や技能を地域社会のためにもう二度役立ててみませんか?町内に居住す

るおおむね60歳以上の健康で働く意欲のある方,そして自らの生きがいの充実や､活力ある地域づくりに

貢献することを望む方ならどなたでも会員になれます｡ (会費として､年額2,000円が必要となります)

◆問い合わせ先◆　河内町生板9 593 (福祉センタ-敷地内)

河内町シルバ-人材センタ-　皿84-5455

かいよう性大場炎やパ-キンソン病など国が指定した45疾患について､医療費の公費負担(助成)

を受けるために必要な特定疾憲医療受給者証をお持ちの方は､受給者証の継続給付(更新)手続きを行

い､新たな受給者証の交付を受けることが必要です｡

手続きがあ済みでない万は､最寄りの保低所にお問い合わせのうえ､早めに手続きを行ってください｡

◆対象者◆　有効期限が平成19年9月30日までの-般特定疾患医療受給者証をお持ちの方

◆申請期日◆　平成19年9月28日まで(29,30日は閉庁日であるため)

◆窓　　口◆　住所地を管轄する県内の各保健所

◆その他◆　期限の切れた医療受給者証は無効となり､医療費の公費負担(助成)が受けられなくなりま

す｡また､継続給付(更新)事務の円滑な遂行のため､ 9月10日までの申請をお願いします｡

◆問い合わせ及び申請先◆　竜ヶ崎保健所保健指導課　〒301-0822　茨城県龍ヶ崎市2983-1 T軋6 2-2 36 7
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いばらき出会いサボ-トセンター
ー素敵な出会いを応接しますへ

茨城県内にお住まいか､またはお勤めの独身の方に結婚のための出会いと相談の場を提供いたします｡

お気軽にご相談ください｡

いばらき出会いサボ-トセンタ+i.旧いばらき結婚相談センターを母体に茨城県と(社)茨城県労働者

福祉協議会が共同で設立した組織で　市長会.町村会をはじめ多くの団体の支援を得て活動を行っています.

あなたも登録してみませんか?

◆問い合わせ先◆　いばらき出会いサボ-トセンタ-本部　〒310-0011水戸市三の丸1-5-38　茨城県三の丸庁舎3階

TELO29-224-8888　F拭029-224-8921

HP : http://Ww. ibccnet.com

県南相談センター　〒300-1234牛久市中央1-16-1(ラウェル牛久内)

TFL.F拭029-830-7502

自衛官募集
種　目　　　防衛大学校生　　　　防衛医科大学校学生

募集要項　　　　　　　　　男子･女子　　　　　　　男子･女子

受付期間　竺患請書ニ278:　9月7日-28日

応　募　資　格

看護学生　　　　　　2等陸･海･空士

男子･女子　　　　　　　　男子

9月了日-28日
年間を通じて
行っています

高卒(見込含)　　　　高卒(見込含)　　　　高卒(見込含)　　　　　18歳以上

21歳未満　　　　　　　21歳未満　　　　　　　24歳未満　　　　　　　27歳末満

試#1次試験　等,9,詳言:岩: 11月3日･4日　10月14日　　赤龍す
験

期　纂2次試験
日

-般12月11日-14日　　12月5日-了日の　　　11月17日･18日の

の間の指定する日　　　間の指定する日　　　　　うち指定する日

等合格発表:計器富,5日　平成20年2月15日　平成20年1月10日　お霜驚謀す

臆
広●殻かわぢ
平成19年8ノブ　いoイ61)
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定　例　相　談

心配ごと佃談

日　時謹138誠)午前10時一正午

場　　所　公民館第2分館
問合せ先　河内町社会福祉協議会
曾84-2830

教育相談

日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先　曾84-3322

圃84-4730

成田空港に関する和談

日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階
(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センター
曾84-50 1 7

交通事故相談

日　　時　月一金曜日

午前9時一正午午後1時へ4時30分
弁護士相談　水曜日

午後1時へ4時(要予約)

場　　所　土浦合同庁舎　本庁舎3F
問合せ先　県南地方交通事故相談所
曾029-823-1 1 2　3

交通事故発生状況
町内の交通事故7月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　4件(+2) (30)

死者数　　　　　0人(±0) (0)

負傷者数　　　　　8人(十6) (46)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓

おめでた　　　3人

おくやみ　　　5人

転　　入　　　23人

転　　出　　　26人

人口･世帯
平成19年8月1日現在

人　口　1工043人　(-5)

男　　　5,452人　(-5)

女　　　5,591人　(±0)

世帯数　　3,415世帯(十1)

ガイド
役　　　　場創4-2111教育委員会学校教育G創4-3322

都　市上下水道G qP84-2361事務局生鮮習G認諾13
整備課建設環境G創4-2921福祉センタ〇割4-3699

つ　つ　み　会　館曾86-3740保健セ　ン　タ　-884-4486

地軸括支援センタ- E60-4071防(誉蓑雷)ちE84-2212

社会福祉惚議会884-2830シルパ-人材センター884-5455

龍ヶ崎地区

2日

9日

16日

1了日

23日

24日

30日

江戸崎地区

古橋医院
曾029-978-3770

ゆはらクリニック
曾029-894-2002

江戸崎病院
曾029-894-261 1

坂本耳鼻咽喉科医院
曾029-892-2627

角崎クリニック
曾029了-87-6030

和田医院
宙029-894-241 2

矢野整形外科医院
曾029-892-21 27

内　科

兼子内科循環器科
曾64-31 05

池田病院
曾64-1 1 52

村井医院
宙62置3380

若松内科胃腸科医院
曾64-0533

野上小児科医院
qP65-3375

うちだ医院
曾64-882 1

鴻巣クリニック
1宙61-01 51

外　科

竜ヶ崎医院
曾62-0550

秋本脳神経外科
曾64-331 1

菊地整形外科
曾64-61 1 1

斎藤クI)ニック
曾64-3527

碑か外漉筋開クリ二Iク

曾62-3761

飯野クリニック
曾60-2323

牛尾病院
1ふ66-61 1 1

※休日当番医は変更することがあります｡

診療を受ける際は､必ず電話でこ確認ください｡

県救急医廉情報システム｣i4時間お医孝三有毒探すことができ*す｡

救急医漂情報コントロ-ルセンタ-　曾029-241-4199

救急医療情報システム
ホ-ムぺ-ノ　ht巾//…qqp｢ef｣ba｢aki瓜/

携帯サイト　http.//qq pref lbaraki JP/kt/

資　源　回　収　日　l　�*h,�*(+(-ﾘ��?｠

A地区11･25　C地区　4･18　A地区　　　　C地区

8

B地区　6･20　D地区13･2了　B地区　　　　D地区

22

燃えるごみ収集日　　　粗大ごみの予約収集日

全地区　毎週月,水･金曜日　　　9月中の予約-10月6日

広一戯かわち
平成194'/-8〃 (¥o｣61)


